




研究目的 

分娩前胎児モニタは分娩監視装置を用いて分娩開始前に胎児の心拍数を記録し,主に胎動

との関連からその呼吸循環機能の状態と予備能力を知る方法である。中でも non-stress 

test と呼ぱれる方法は簡便に行なえるものとしてもてはやされている。しかしその臨床的

意義に関して疑問をいだく向きもある。より信頼性のある contraction stress test は手

技が難かしく注意深い観察を必要とする。この方法は分娩時の監視との境界が必ずしも明

確でないが分娩時にfetal distressを高頻度に発現する群と発現率の低い群とを区別でき

る。これらの検査法はいずれも胎児心拍数の変動を主な手懸りとした間接的なものであり,

個々の症例で絶対的信頼性を与えるものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


